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ボーリングコア解析による角田・弥彦断層の更新世最末期以降の活動度評価

Latest Pleistocene to Holocene activity of the Kakuda-Yahiko fault in the Niigata Plain,
based on sediment core analysis
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新潟平野西縁部には活動度が高い活断層が北北東-南南西方向に伏在している．沿岸域に分布する沖積層を大きく変位
させている角田・弥彦断層の活動度を評価することを目的にして，活断層を挟んで三本のボーリングコア試料を解析した．
活断層の沈降側に相当する新潟市金巻新田地区で 154m長のGS-KNM-1コアを，隆起側の赤塚地区で 84m長のGS-SGT-1
コアを約 6km離れた地点でそれぞれ採取して，岩相観察と AMS放射性炭素年代測定，珪藻化石群集組成分析を実施し
た．これらの掘削地点間で得られた AK-1コア（Urabe et al.，2004；65m長）で AMS放射性炭素年代値を新たに測定し
た．以上を基にして活断層をほぼ直交方向に横断する沖積層の時空間分布を検討した．
その結果，沖積層基底面が活断層の沈降側では標高-151m以深であるのに対して，隆起側では標高-23m程度であるこ

とを確認した．また，沖積層を下位から，蛇行河川堆積物・淡水～塩水湿地堆積物・沖浜堆積物・外浜堆積物・前浜堆積
物・後浜堆積物・現世河川および砂丘堆積物に区分した．なお，断層の隆起側の沖積層は上部外浜よりも浅部で形成さ
れた堆積物で構成される．
約 9千年前に形成された沖浜～上部外浜堆積物の海進面および約 5千年前の上部外浜堆積物に挟在する沼沢火山灰層

の標高差と当時の地形勾配に基づくと，活断層の平均上下変位速度は 2.5mm/yr程度と考えられる．この変位速度は地層
の圧密効果を考慮していないが，この地域の上部外浜以浅の地層はほとんどが細粒砂よりも粗い粒子からなる（宮地ほ
か，2009）ので，その影響は軽微であると推定される．一方，隆起側のコア採取地点は断層の変形帯の中に位置してい
るので，断層帯全体の変位速度はもっと大きい可能性がある．
一方，断層の沈降側の 13～9千年前に形成された淡水～塩水湿地堆積物のコア半裁面や軟 X 線写真では，植物根の含

有度と生物擾乱痕・貝化石の含有度が逆相関をしながら 5回程度の増減の反復が認められる．この変化は珪藻化石群集
組成に基づくと，潮上帯の淡水湿地相と潮間～潮下帯の塩水湿地相が指交関係で累重していることを示唆している．こ
の累重様式は，氷河性海水準や土砂供給量の変化，複数回分の断層活動による沈降による古地形の変化を反映している
可能性がある．
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